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北海道大学総合博物館旧第二農場所蔵農具コレクション〈鍬〉について

池上 重康

はじめに

北海道大学総合博物館旧第二農場内穀物庫の１階には、２００点近い鍬・鋤類が収蔵され、

展示に供されている。これら農具は、帝国農会が明治末期から大正中期にかけて開催した

全国農具展覧会の審査員を務めた時任一彦１）が、関係機関の協力を得て収集したものと伝

えられてきた。また、北海道大学大学文書館が所蔵する中島九郎２）の受講ノート３）には、

時任一彦講義の「農具学」があり、鍬標本の講義における扱いを知ることができる。

昨平成１９年度北海道大学総合博物館主催の博物館実習において、第二農場内模範家畜房

に収蔵の教育掛図――講義に利用するため地図・絵図・標本などを掛軸のように表装し

たもの――を整理し、展示を作成した。偶々、この実習期間中に、京都大学の松田清博

士が北海道大学附属図書館所蔵の教育掛図調査４）のため来学しており、教育掛図の目録作

成についてご指導いただくとともに、その中に府県名が記された鍬の掛図を含んでいるこ

ともご教示いただいた。そこで、平成２０年度の博物館実習農学班では、総合博物館所蔵の

鍬標本を、附属図書館所蔵の教育掛図、ならびに大学文書館所蔵の受講ノートをもとに整

理・分類し、展示の改良に取り組むことにした。

本稿では、この実習の成果として得られた鍬コレクションの整理・分類と展示の概要を

報告する他に、鍬標本と教育掛図との関連を解明し、さらに上記以外の現存する受講ノー

トと、附属図書館ならびに農学部図書館が所蔵する農具に関する書籍の記載内容を比較検

討し、札幌農学校および東北帝国大学農科大学時代の農具論（農具学）講義の実態を明ら

かにするとともに、鍬標本と教育掛図の収集および作成の経緯を考察する。

１．農具論（農具学）の開講

札幌農学校における農具に関する講義は、初期にはブルックス Brooks, W. P. が担当

しており５）、後にブリガム Brigham, A. A. が農学 Agricultureの学科目において、農業機

械学 Agricultural Apparatusの細目として触れていた６）。明治２４年１２月刊行の『札幌農学

校一覧』には本科第１年級後期の学科目「農学」のうち、週４時間の講義科目として「土

地改良論及農具論」が明記される。ブリガムが明治２６年１１月に離任するまでは、この形式

が保たれた。明治２７‐２８年度には、第１年級後期週３時間の「農具論」となり、橋本左五
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作成者 講義教官 講義科目名 作成年

湯地定彦 A．A．ブリガム The Treatise on Agricultural Apparatus. 明治２６年４月‐１１月

湯地定彦
橋本左五郎 農具論 不明

南鷹次郎 農具論 明治２９年４月９日

西田藤次 南鷹次郎 農具論 明治２９年６月

中島九郎 時任一彦 農具学 明治４１年１月

表１ 農具論（農具学）現存受講ノート一覧

（北海道大学大学文書館所蔵）

郎７）などが担当した８）。独立した科目としての「農具論」の講義は、明治２９年９月から第

１年級第２期および第３期各３単位の開講科目として始まり９）、明治３８年まで主に南鷹次

郎１０）が担当した１１）。明治３９年からは時任一彦が引き継ぎ１２）、明治４０年以降は第１年第１期

開講の２単位科目、大正元年以降は１単位、そして大正８年以降は「農業器械学」に含ま

れることとなった。

ところで、『札幌農学校一覧』に掲載のカリキュラムと実際の開講とは若干の齟齬があ

り、「札幌農学校本科成績表」１３）によると、明治２７‐２８年度は試験実施の記録がなく、明治

２９‐３０年度は、第１期４単位、第２期３単位、第３期１単位で、明治４０‐４１年度は第２期が

３単位、第３期が２単位となっている。

本科学生以外へも農具論の講義を行っていたようで、農芸伝習科の修業科目の「実業」

に「農具使用」を、「学科」に「農具論」を確認できるばかりでなく、明治２８‐３０年の『札

幌農学校年報』には冬期講習規定の中に「農具論大意 一週一時 耕鋤、耘耨、収穫馬具

ニ関スル農具」という記述を見ることができる。

２．受講ノート

農具論（農具学）の受講ノートは、現在までに４冊５種類の所蔵が確認されている（表１）。

お雇い外国人教師であるブリガムの受講ノートは、本稿で対象とする鍬には直接関係し

なく、西田藤次１４）による南の受講ノートは湯地定彦１５）によるそれに重複するため、ここで

は、湯地による橋本と南の農具論、中島による時任の農具学の受講ノートを、鍬の記述に

着目して概略みていくことにしたい。

橋本は、整地用器具として、備中鍬、Spading fork、鍬、Spadeなどをあげ、特に鍬に

ついて「日本特有ノ農具ナリ」とし、構造と効用を記す中で、外国製の Hoeと比較した

上での優位点も述べている（【資料１】参照）。

一方、南は序論において、欧米の農業を粗放的（Extensive）、日本の農業を集約的（Inten-

sive）とした上で、その組織形態により農具の精粗が決まるとしている。また、「鍬ハ日

本農具中最モ必要ナルモノニシテ約言スレバ日本ノ農業ハ鍬ヲ以テ行フ所ノ農業ナリト云
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図１ 時任一彦の鍬に関する講義資料（北海道大学総合博物館所蔵）
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フベキ」と、日本の農業における鍬の重要性を説く。南の講義では、鍬について、柄、篦

（風呂）、鍬先のヴァリエーションを図示し、寸法を記述した概論となっているが、個別

の鍬についての言及はほとんどない（【資料２】参照）。

時任の農具学を受講した中島九郎は、この科目で主席（試験成績は第２期が９２点、第３

期が９６点）を記録している１６）。中島の受講ノートは、農芸物理学、農用工学と農具学が合

綴となっている。農具学は８８ページあり、そのうち鍬の項だけで１２ページある。湯地の受

講ノート（南の講義）よりもさらに細部まで記述が及んでおり、江戸鍬、尾州鍬、河内鍬、

肥後鍬など地方毎に発達した伝統的な鍬も図示している（【資料３】参照）。

時任は明治３０年７月に札幌農学校を卒業後、すぐに助教授となり、明治３４年９月から同

３８年１月までドイツ、アメリカへ留学していた１７）。南の農

具論の講義は明治２９年が開講初年度であるので、当時３年

級であった時任が在学中に南の講義を受けたとは考えがた

い。留学前の助教授時代あるいは帰朝後に、何らかの形で

南より農具学の教えを受けた上で講義を引き継いだと考え

られるが、資料に不足するため推測の域を出ない。北海道

大学附属図書館貴重資料室の南文庫（南鷹次郎の旧蔵書）

には、明治３３年発行の西村栄十郎著『農用器具学』（博文

館）が収蔵されている。この図書の鍬に関する項目の構成

や記載事項――とりわけ図版――が、中島の受講ノート

と多くの点で類似している。南が時任へ講義を引き継ぐに

あたり参考図書として示したのかもしれない。

また、旧第二農場事務所内に、時任が農業器械学の講義

時に配布したプリントが保管されており１８）、その中に鍬に

ついてまとめたプリントが含まれている（図１）。ここに

掲載の図版は、すべて廣部達三『農用機具』（西ヶ原刊行

会、初版は昭和２年）に掲載の図版をそのまま転載したも

のである。２０年という時の流れの中で、参考図書に変更を

加えることにより、講義内容の刷新を図っていたことが読

み取れる。

３．教育掛図

総合博物館旧第二農場所蔵の教育掛図は、鍬の掛図を２

幅含んでいる。「肥後鍬、尾州鍬、河内鍬」（図２）と「金鍬、

窓鍬、枇杷鍬」（図３）をそれぞれ描いたもので、いずれ

にも「札幌農学校図書館」の楕円状の蔵書スタンプがある。

図２ 肥後鍬、尾州鍬、河内鍬
（北海道大学総合博物館所蔵）

図３ 金鍬、窓鍬、枇杷鍬
（北海道大学総合博物館所蔵）
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図４ 東北六県の鍬の掛図
（北海道大学附属図書館所蔵）

図５ 金鍬の掛図
（北海道大学附属図書館所蔵）

一方、附属図書館北方資料室所蔵の鍬の掛図１３幅は、複面投象的表現（立面図と平面図

を併記）をしており、柄の径と長さ、風呂の幅と長さ、鍬先の幅と長さ、柄と台の取付角

度、重量などを詳細に記録している（図４、図５）。これを一覧にまとめたのが表２であ

る。また、同室にこれら掛図を縮小印画した写真が３枚保管されており、「札幌農学校教

授尾泉良太郎調査」の表題がついている。このことから、尾泉が教授在任中の明治３１年１２

月から同３９年４月の間に作成したことがわかる。

４．２００８年度博物館学実習での鍬標本の整理・分類と展示

�１ これまでの整理・分類

鍬の整理分類は、先に南部悟と�井宗宏が試みており、「大正初期に見る鍬の形態 北

大の時任コレクションの評価」が電子ファイルの形で旧第二農場事務所内のコンピュータ
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掛図
番号

道府県
地域・
名称

柄（尺） 風呂（尺） 刃（尺） 取付
角度

台及柄
（匁） （匁）

特記
長 幅 長 幅 長

５０１
和歌山県 ４．２５ ０．４７ ０．８３ ０．４１ ０．８７ ５０ ２９９ ２２２
兵庫県 ４．３３ ０．４７ ０．９６５ ０．４ ０．９８ ４０ ３５４ ２０１
岡山県 ４．０９ ０．４６ ０．７３ ０．３７ ０．９１ ５３ ３１２ １６０

５０２
富山県 ３．１１ ０．５ ０．６５ ０．６２５ ０．９５ ５９ ２２０ ２９４ 鏡先鍬
石川県 ２．８８ ０．４６ ０．７３５ ０．５２５ １．０３５ ７０ ２４１ ３４０
福井県 ４ ０．４３ ０．９９ ０．３７ ０．８７ ６０ ２４１ ３４０

５０３

愛知県 ２．９ ０．３６ ０．９２ ０．３３ １．２１ ６５ ３６１ ４００
三重県 ３．７４ ０．４５ ０．７６５ ０．４２ １．０９ ６０ ３６０ ３６８
滋賀県 ３．５６ ０．３６ ０．６４ ０．３４５ ０．９５ ６５ ２８０ ２４０
京都府 ４．１４ ０．３４ ０．５６５ ０．３７ ０．７８ ５０ ２６３ １８２

５０４

福岡県 ３．５５ ０．５５ １．１５ ０．５２ １．５４ ２８ ４１０ ４１５ 尖り鍬
佐賀県 ２．４３ ０．４６ １．４５ ０．４ ０．４２ ４４ ４５０ ５０
大分県 ３．３２ ０．３２ ０．９８ ０．４５ １．４２ ３９ ２０３ ３３０ 鏡先鍬

熊本県
１．７２ ０．４１ ０．７８ ０．４ １．３４５ ２３ １８９ ３５０
１．７４ ０．４ ０．７３５ ０．４３ １．３３ ２０ ２１２ ３３４

宮崎県 ３．５ ０．５ ０．８５ ０．４７ １．１７ ３０ ３３４ ２６２
鹿児島県 ３．３ ０．２９ １．０６５ ０．３８ １．９１ ３０ １５２ ６００

５０６
広島県 ５．９２ ０．４１ １．２５ ０．４１ ０．９１５ ３４ ２９３ １３９
山口県 ４．１３ ０．４９ １．００ ０．５ １．１５ ４４ ２６０ １２４
鳥取県 ４．６４ ０．６１ ０．７３ ０．４ １．００ ５５ ３７５ １９６

５０７

岩手県 ３．７４ ０．４３ １．１２ ０．３８ １．４６ ６７ ３００ ３０３
山形県 庄内 ２．３３ ０．５７ ０．９７５ ０．４３５ １．３７ ５１ ３５５ ３６０
宮城県 ２．７５ ０．５ １．２ ０．５７ １．７４ ３５ ３４０ ６５１
福島県 ２．７４５ ０．３８ １．０９ ０．５６ １．５８ ４４ ２７２ ６２０
新潟県 ２．８８ ０．４３ ０．９９ ０．３７ １．２３ ５８ ２５１ ２２４

５０９
石川県 ３．０７ 風呂なし ０．６７ ― ８０ １３２ ４７０
島根県 窓鍬 ― 風呂なし ０．６８ ― ８５ １９１ ４６０

５１０

山形県 米沢 ２．２２ 風呂なし ０．３７ １．６７ ６２ １２０ ５９０
石川県 センバ鍬 ２．９８ 風呂なし ０．４８ １．０３ ７０ １３０ ４９０
島根県 上下鍬 ４．００ 風呂なし ０．５ ０．６１ ８０ １９０ ４４０
長野県 ― 風呂なし ０．３３ １．３４ ６０ ― ―
広島県 ４．２８ 風呂なし ０．３９ ０．９７ ４４ ２００ ３８６
高知県 ― 風呂なし ０．３５５ ０．８ ５０ ― ２３０
沖縄県 １．９２５ 風呂なし ０．５ １．０４ ６２ １５２ ６００

５１１

大阪府 難波鍬 ４．１５５ ０．４４ ０．６８ ０．４４５ ０．９ ５０ ３４５ １７１
大阪府 大鍬 ３．２５ ０．５２ ０．７８ ０．５０５ １．０７ ５９ ３５９ ２７２
大阪府 小鍬 ４．１７ ０．３ ０．６４ ０．３４ １．２３５ ４９ ２９９ ２１２ 刃先が凹に湾曲
奈良県 ３．９６ ０．４６ ０．７７５ ０．４９ ０．９２５ ６４ ３００ ２９１

５１２
島根県 ３．７ ０．４ ０．７７５ ０．４５ ０．９１５ ５３ ２６１ １４２
徳島県 ５．４ ０．３６ ０．６４ ― ０．８５ ４７ ２７２ ７９ 尖り鍬
愛媛県 ５．６５５ ０．４８ １．１６５ ０．４４ ０．７５５ ３７ ３６８ １５５ 刃先が凹に湾曲

５４７
青森県 ４．０６ ０．３２ ０．７２ ０．３４５ １．１３５ ６１ ２２２ ３２１
秋田県 ３．３７ ０．５６ １．０５５ ０．５ １．４８５ ５５ ３３９ ３３０
山形県 山形 ２．２２５ ０．３１５ ０．９５５ ０．３６５ １．８３ ４４ １５９ ４３５ 刃先が凹に湾曲

５４８

群馬県 ４．１１ ０．４２ ０．９ ０．４４ １．３ ４５ ２２１ ２４３
神奈川県 ３．００ ０．３ ０．８３ ０．４８ １．３ ８０ ３３９ ５２０
静岡県 ２．６７ ０．３３ １．０２ ０．３３５ １．１５５ ６６ ２７３ ２１４ 刃先が凹に湾曲
岐阜県 ３．３４ ０．３５ ０．９７ ０．３４５ １．３６ ６５ ４０１ ４０１ 刃先が凹に湾曲
愛知県 ３．３４ ０．４８ １．０５ ０．４１ １．３２ ６０ ４０１ ３００

５５０

茨城県 ３．０７ ０．２４ １．４１ ０．４６ ２．０７ １７ ― ４２５
栃木県 ２．９４ ０．３７５ １．３９ ０．４２ １．６１ ３５ ３３０ ４５０
埼玉県 ４．０３ ０．３６ ０．９７５ ０．４４５ １．２ ５０ ― ―
東京府 ４．２２ ０．１６ ０．７３５ ０．４１５ １．８５ ６２ ３２９ ３７０
千葉県 ２．２５ ０．２ ― ０．４６ １．３７５ ７０ ２１２ ５１０

表２ 北海道大学附属図書館所蔵〈鍬〉掛図記載事項一覧

表中「―」は掛図に数値が記載されていないもの。旧字は常用の漢字に改めた。
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に保存されている。この分類は、『全国農具展覧会審査報告附図』（大正２年）、廣部達三

『農具論』（大正２年）、ならびに大日本農会編『日本の鎌・鍬・犂』（昭和５４年）を参考

になされた旨が記されている。これによると、コレクションの鍬標本は、北海道から沖縄

まで広く分布し、金鍬１７点（特殊２点）、風呂鍬５０点（特別種３点）、輸入特殊鍬３点、草

削り鍬８点、自在鍬５点の計８３点があるというが、標本個体がどれに相当するかを判断で

きる整理にはなっていない。また、�井がこの分類に基づき、鍬標本との同定を試みた形
跡が前掲コンピュータのハードディスク内に残されていたが、分類途中で作業が止まって

いる。

�２ 博物館実習での作業内容

２００８年度の博物館実習は９月４日から１２日まで行ったが、この実習の時点では、担当教

員が「時任コレクション」であるという伝承を信じて疑わなかったため、時任の農具学講

義を記録した中島の受講ノート、鍬の教育掛図、そして南部・�井が用いた３冊の文献に
より鍬標本の整理・分類を試みた。

実習生は、小野槙子（理学院修士２年）、橋本知世（理学院修士２年）、小林真梨子（文

学部４年）の３名（いずれも当時）で、担当教員は近藤誠司（北方生物圏フィールド科学

センター）、中辻浩喜（農学研究院）、そして筆者である。

鍬標本の整理・分類の作業手順は以下の通りである。

①大まかな分類と仮番号付け

脈略なく置かれていた鍬を類似する形ごとに分け、作業のための仮番号を荷札ラベルで

柄に取り付けた。

②写真撮影

仮番号順に鍬の形状がわかるようにデジタルカメラで撮影した。

③測定項目の検討、データシートの作成

同定作業を視野に入れ、掛図に記載の寸法を参考に測定項目を設定した。測定箇所は、

柄の径と長さ、風呂（台：木部）の幅と長さ、鍬先（金属部）の幅と長さ、そして柄と

台の取付角度である。また、アルミ板に打刻された管理番号、柄の刻印、墨書などの各

種記載事項も記録することにした。

④実測、記録

柄の径はノギス、取付角度は勾配定規で測定し、その他寸法はメジャーを用い㎜単位で

測定した。

⑤データシート入力

データベースソフト FileMakerPro 8.5を用いてデータシートを作成し、測定数値や記載

事項を入力し、撮影した鍬の画像を貼付けた。

⑥同定・分類

外観および測定数値を掛図の記載寸法（表２参照）、あるいは参考書籍の記述と比定す
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図６ 北海道大学総合博物館所蔵〈鍬〉整理・分類データシートの一例
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ることにより、鍬の生産・使用道府県名を特定するとともに、鍬の名称を同定した。

⑦データシート完成

完成したデータシートの一例を図６に示す。当初、鍬と考えられるもの８８点を選定した

ところ、道府県名が判明したものが５２点（うち名称まで判明したもの３４点、道府県のみ

判明のもの１８点）、道府県名の判らない一般的な鍬が６点、特殊な鍬が１０点あり、この

他、分類できない鍬が９点の計７７点、鍬ではない鋤やフォークが１１点あった。一覧を表

３に示す。先の南部・�井分類と数値に齟齬があるのは、鍬にも分類されることがある
鋤を、今回の実習では極力排除したことによるためと考えられる。

�３ 同定例

①かなはい

ラベル No．４５４の金鍬（図７）

には府県の墨書がなかったが、前

述の�井による分類では「かなは
い」と記されていた。そこで廣部

『農具論』を確認したところ、沖

縄県の鍬であることが判明した。

「沖縄県」の鍬の掛図（図８）と

現物の測定数値を比較して、一致

が確認された。

②釿鍬

ラベル No．４２７の金鍬（図９）には府県の墨書がなく、�井分類でも記載がなかった。
中島受講ノートにのみ、唐鍬の一分類として「釿鍬（テオノグハ）」（図１０）と記載があった。

図７ かなはい
（北海道大学総合博物館所蔵）

図８ 沖縄県の金鍬
（北海道大学附属図書館所蔵）

図１０ 中島ノートに掲載の釿鍬
（北海道大学大学文書館所蔵）

図９ 釿鍬
（北海道大学総合博物館所蔵）
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整理
番号

＊１
道府県

＊２
名称

分類
柄（㎜） 風呂（㎜） 刃（㎜） 取付

角度
＊３

ラベル
＊４

刻印、書き込み長 幅 長 幅 長
１０１ 北海道 Cotton Hoe 金鍬 １７８０ ― ― ２６０ ２３０ ７０ ４０２ ［傳習科］
１０２ 北海道 Cotton Hoe 金鍬 １７４０ ― ― ２２０ ２３０ ７０ ４２８ ［傳習科］ ［官園］
１０３ 北海道 Cotton Hoe 金鍬 １７８０ ― ― ２４０ ２１０ ７３ ７３２ ［傳習科］
１０４ 北海道 島田鍬（a 金鍬 １１５５ ― ― ２４０ ２４５ ７６ ４０３ 青梅
１０５ 岩手県 平鍬（a 風呂鍬 １１７０ １４０ ３２０ １２０ ４６０ ５６ ４５３ 岩手県花巻製
１０６ 岩手県† 平鍬（a 風呂鍬 １１３０ １５０ ３３０ １２０ ４４０ ６０ ７４３ 厳手県
１０７ 岩手県 平鍬（a 風呂鍬 １５５ １４５ ３１０ １２０ ４６５ ６０ ７９１ 岩手県花巻製 昭和拾九年作
１０８ 宮城県† 平鍬（a 風呂鍬 ８１０ １５０ ３３５ １７０ ５７０ ３５ ７４０ 宮城縣
１０９ 秋田県 風呂鍬 ９８０ １７０ ３００ １５０ ４５０ ６２ ７８３ 秋田縣鍬
１１０ 秋田県† 秋田鍬（a 風呂鍬 １０４０ １７０ ３００ １５０ ４５０ ５３ １６３１ 秋田県鍬
１１１ 山形県米沢† 箱備中鍬（a 金鍬 ７００ ― ― １１０ ５１０ ４９ ４０５
１１２ 山形県庄内† 風呂鍬 ７２０ １８０ ２８５ １３０ ４２０ ４８ １６３６
１１３ 福島県† 風呂鍬 ８４０ １４０ ３２０ １７０ ４９０ ３６ ７４４
１１４ 茨城県† 野洲鍬（b 風呂鍬 １０００ ８０ ４３０ １４０ ６４０ １９ ４０６ 茨城縣
１１５ 群馬県† 風呂鍬 １２４０ １４０ ２７０ １３０ ４００ ４９ ７３０
１１６ 埼玉県† 江戸鍬（a（b 風呂鍬 １２１０ １２０ ２９０ １３０ ３６０ ５０ ７９９
１１７ 千葉県† 風呂鍬 ６７５ ６０ ２０５ １５０ ４２０ ８０ ４０４
１１８ 東京府† 江戸鍬（a（b 風呂鍬 １２９０ ５０ ２１０ １３０ ３３０ ６１ ７４２ 東京府
１１９ 神奈川県† 江戸鍬（a（b 風呂鍬 ９００ ９０ ２５ １４８ ３９５ ８０ ０ 神奈川県
１２０ 新潟県† 風呂鍬 ８６０ ３０ １４５ １１２ ３７０ ５５ ７９８ 新潟縣
１２１ 富山県† 鏡先鍬（a 風呂鍬 ９２５ １５０ ２００ １９５ ３３０ ５８ ４３５ 富山縣
１２２ 石川県 唐鍬（b 金鍬 ９３０ ― ― １４０ １８０ ７９ ― 石川県
１２３ 石川県† 風呂鍬 ８７０ １５０ ２３０ １６０ ３２０ ７９ ７８４ 石川県
１２４ 石川県† センバ鍬（d 金鍬 ９３０ ― ― １５０ ２２０ ８４ １０６５
１２５ 福井県† 風呂鍬 １２２０ １３０ ２９０ １１０ ２６０ ６４ ４３３ 福井県
１２６ 山梨県 草掻ホー（b 金鍬 １２３０ ― ― ２１０ ８０ ― ７３４
１２７ 長野県 風呂鍬 １０９０ １３０ ２８０ １０ ４１０ ４９ １６２３ 長野県
１２８ 岐阜県† 風呂鍬 １０００ １３０ ２８０ １１０ １４０ ６３ ４３６ 岐阜県
１２９ 静岡県† 静岡鍬（a 風呂鍬 ７８０ １１０ ３５０ １００ ３５０ ６３ ７９７
１３０ 愛知県† 風呂鍬 ８８０ １２０ ２７０ １００ ３７０ ５５ ７４５
１３１ 三重県† 風呂鍬 １１７０ １５０ ２１０ １３０ ３３０ ６５ ７８８ 三重県
１３２ 大阪府† 難波鍬（d 風呂鍬 １２６０ １５０ ２００ １３０ ２７５ ５３ ７９５ 大阪府
１３３ 大阪府† 小鍬（d 風呂鍬 １２５０ ７０ １８０ １１０ ３７０ ４０ １６２７ 大阪府鍬
１３４ 大阪府† 大鍬（d 風呂鍬 ９８０ １６０ ２２０ １５０ ３２０ ５４ １６３９ 大坂府鍬
１３５ 鳥取県† 風呂鍬 １３９０ １９０ ２１０ １４０ ３００ ５２ ７９４
１３６ 島根県† 風呂鍬 １１１０ １２０ ２２０ １３０ ２７０ ５３ ４３８ 石見国鍬
１３７ 岡山県 鍬兼鋤（三徳鍬）（a 金鍬 １２６０ ― ― １４０ ３４０ ５５ ７３５ 三徳
１３８ 岡山県† 木平鍬（b 風呂鍬 １２４０ １５０ ２４０ １１０ ２７０ ５６ ７７９ 岡山県 ［岡山県農学校］
１３９ 広島県† 風呂鍬 １８００ １３０ ３７０ １２０ ２７０ ３０ ４５５ 廣
１４０ 広島県† 広島鍬（a 金鍬 １３２０ ― ― １１０ ２８０ ４４ ７３７ 廣島県鍬
１４１ 山口県† 河内鍬（a 風呂鍬 １２７０ １５０ ３００ １５０ ３４０ ４２ ４５１
１４２ 徳島県† 三角鍬（b 風呂鍬 １６３０ １００ １７０ １５０ ２６０ ５７ ４５２ 徳嶌県
１４３ 高知県† 金鍬 １４５０ ― ― １１０ ２４０ ５２ ４０７
１４４ 福岡県† 風呂鍬 １０６０ １６４ ３３５ １５８ ４６５ ２９ ７３８ 福岡縣
１４５ 佐賀県† 佐賀板鍬（b 風呂鍬 ７５５ １４０ ３９５ １２０ １４０ ２６ １６３０ 佐賀縣
１４６ 熊本県 肥後鍬（b 風呂鍬 ４９５ １２０ ２１５ １５６ ４１０ ２３ ４５６
１４７ 熊本県† 肥後鍬（b 風呂鍬 ４９０ １３０ ２２０ １３０ ４１０ ２８ １６２２ 熊本鍬
１４８ 熊本県† 肥後鍬（b 風呂鍬 ４９０ １３０ ２３５ １３０ ４００ ３２ １６２８
１４９ 大分県† 鏡先風呂鍬（b 風呂鍬 ９９０ ９０ ２３０ １３５ ４４０ ５８ ８００
１５０ 宮崎県† 風呂鍬 １０４０ １５０ ２６０ １４０ ３５０ ４５ ４１１ 宮崎県
１５１ 鹿児島県† 肥後鍬（b 風呂鍬 ９７０ １００ ３１０ １１５ ５８５ ２７ ７３６ 鹿児嶌
１５２ 沖縄県† かなはい（a 金鍬 ５８０ ― ― １７０ ３６０ ６５ ４５４
２０１ 板鍬（b 金鍬 １１８０ ― ― １３０ ３００ ５２ ７４１
２０２ 唐鍬（b 金鍬 １１００ ― ― １５０ ２５０ ７３ ―
２０３ 唐鍬（b 金鍬 １６１０ ― ― １９０ １８０ ７４ ―

表３ 北海道大学総合博物館所蔵〈鍬〉標本一覧
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２０４ 唐鍬（釿鍬）（c 金鍬 １４６０ ― ― １２８ １２０ ６０ ４２７
２０５ ばち付三本備中鍬（b 金鍬 １０６０ ― ― ２１０ ５０ ６８ １０６９
２０６ 四本備中鍬（b 金鍬 ８５０ ― ― １７５ ２６０ １９ ７３３
３０１ 草掻ホー（b 金鍬 １７２０ ― ― １９０ １２０ ４９ ４３１
３０２ 草掻ホー（b 金鍬 １５００ ― ― １５９ １４０ ５２ ７２６
３０３ 草掻ホー（b 金鍬 １６００ ― ― ２００ １２０ ７０ １０５７
３０４ 自在鍬（a 金鍬 １１１８ ― ― ３６９ １２７ ― ４０１
３０５ 自在鍬（a 金鍬 １２１０ ― ― １２５ ３６０ ― ４２６
３０６ 自在鍬（a 金鍬 １３９５ ― ― １３０ ３４０ ― ７８２
３０７ ばち鍬（b 金鍬 １２３０ ― ― ２６０ ２１０ ８７ ０
３０８ ばち鍬（b 金鍬 １０４０ ― ― ２１０ ２３０ ７４ １０６６
３０９ 股木風呂鍬（b 風呂鍬 １０８０ ９５ ２１５ １１５ ２９０ ６５ １０５６
３１０ 窓鍬（a（c 金鍬 １２００ ― ― ２４０ ２６０ ６４ １０６７
４０１ 風呂鍬 １３１０ １５０ ２９０ １２０ ３００ ４０ ４２８
４０２ 風呂鍬 １３２０ １００ ２６０ １２０ ３６０ ６６ １００２
４０３ 風呂鍬 １０６０ １２０ ３１０ １４０ ４９０ ５４ １０６１
４０４ 金鍬 １２３０ ― ― １４０ ４２０ ５２ ４３４ YAMAGUCHI MITO
４０５ 金鍬 ８８０ ― ― １０ ３７０ ５４ １０６４
４０６ 金鍬 ９８０ ― ― １４０ ３００ ６９ １０６３
４０７ 金鍬 ４６０ ― ― １６０ ２７０ ６３ ７２９
４０８ 風呂鍬 ６５５ １６０ ３４０ １５０ ３８０ ６８ １６２１
４０９ 風呂鍬 ８５５ １１０ ３１０ １６０ ５８５ ５５ １０６０

＊１ 府県名の後ろの†は、教育掛図（北海道大学附属図書館北方資料室所蔵）に記録されているもの。
＊２ 右の記号は以下に示す資料による。
（a 廣部達三『広部 農具論 耕墾器編』（１９１３年）
（b 大日本農会『日本の鎌・鍬・犂』（１９７８年）
（c 時任一彦講義「農具論」（中島九郎受講）ノート（北海道大学大学文書館所蔵）
（d 教育掛図に名称が記載

＊３ アルミ製の管理ラベル。
＊４ 旧字はそのまま表記した。また、［ ］内は刻印を示す。それ以外は墨書。

③高知県

ラベル No．４０７の金鍬（図１１）には府県の墨書がなく、�井分類では「秋田平」と記さ
れていた。しかし、掛図の「秋田県」の鍬とは一致せず、また『日本の鎌・鍬・犂』に掲

載の「秋田平」とも形状

が異なっていた。掛図の

図版を精査したところ

「高知県」の金鍬（図１２）

と非常に近似しているこ

とが判明した。参考文献

に記載の高知県の金鍬と

も酷似していることから

「高知県」の鍬と判断し

た。�井分類が必ずしも
正しくないことがわかっ

た。 図１１ 高知県の金鍬
（北海道大学総合博物館所蔵）

図１２ 高知県の金鍬
（北海道大学附属図書館所蔵）
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�４ 展示計画とパネル作成

表３に示した分類に従い、道府県名が判明した鍬を北から順に並べ、閲覧者の理解の助

けとするため、鍬コレクションの意義と、鍬の解説パネルを作成した（図１３‐１６）。

むすび

旧第二農場における鍬の展示は、時任によるコレクションとして作成してしまったが、

鍬標本と札幌農学校時代に作成された教育掛図の図版４０点が一致することから、時任が農

具学を担当する以前に、鍬標本がある程度取り揃えられていたと考えることができる。つ

まり、時任の前任者達が農具論の講義を担当した時には、それなりの数の鍬標本が揃えら

れており、それに基づいて鍬の教育掛図を作成したのであろう。南の講義記録――湯地

の受講ノート――には、鍬標本の測定値に基づいたと考えうる部材寸法の記述を多く確

認することができるし、尾泉は現物の鍬を測定して、教育掛図を完成させた。

もちろん、時任コレクションの伝承の通り、時任が全国農具展覧会を通じて関係機関か

ら集めてきたものも含まれるであろう。また、岩手県の平鍬には「岩手県花巻製 昭和拾

九年作」の墨書があり、かなり、後の時代になってから集められたものも含んでいる。北

海道と分類した金鍬には［農芸伝習科］や［官園］の刻印があり、開拓使から引き継いだ

図１３ 展示パネル
「時任コレクション 日本の～鍬～」

図１４ 展示パネル
「時任コレクションと農学教育」

北海道大学総合博物館旧第二農場所蔵農具コレクション〈鍬〉について（池上）
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アメリカ製の Cotton Hoeを含んでいることもわかる。

北海道大学総合博物館旧第二農場が所蔵する鍬コレクションは、日本全国の多種多様な

鍬を取り揃えているばかりでなく、明治初期の近代農業黎明期にアメリカから輸入した

Cotton Hoeから、昭和戦中期製作の鍬まで、時代的にも広範に揃えられた貴重な標本群

である。今回、このように鍬コレクションの実態を明らかにしえたのは、ひとえに、鍬標

本群を廃棄せずに保管してきた総合博物館、教育掛図を廃棄せずに保管してきた附属図書

館、そして大学史資料収集の一環で受講ノートを保管してきた大学文書館、この三者が大

学の知的財産を継承するべく、日々活動してきたからに他ならない。

［注］

１） 札幌農学校明治３０年７月卒業。１５期生。

２） 東北帝国大学農科大学明治４３年７月卒業。

３）２００６年に農学部より移管。全部で３５冊ある。

４） 教育掛図の調査成果は、松田清、益満まを編『京都大学所蔵近代教育掛図目録』（京都大学大学院

人間・環境学研究科、２００７年）ならびに松田清、益満まを編『金沢大学所蔵近代教育掛図目録：印刷

図編』（京都大学大学院人間・環境学研究科、２００８年）がある。

５） �井宗宏編『ブルックス札幌農学校講義』（北海道大学図書刊行会、２００４年）によると、‘Chapter 4

Pulverization of Soils’ の中の ‘4‐8 Simple Tools’ でいくつかの鍬 Hoeについて言及している。

図１５ 展示パネル「万能農具《鍬》」 図１６ 展示パネル「鍬の分類」
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６） �井前掲書 p．１４２には「明治２２年にいくつかの学科目に分けられ、最初の『農機具学』は南鷹次郎

と佐藤昌介が洋式農具と在来和農具に分けて分担担当した」とある。ただし、該当年代の『札幌農黌

年報』の学科目に「農機具学」は見当たらない。

７） 札幌農学校明治２２年７月卒業。８期生。

８） 後述するが、札幌農学校１６期生の湯地定彦の受講ノートに橋本左五郎講義の「農具論」がある。「農

具論」は、湯地の１年時の明治２７‐２８年には開講されており、橋本が明治２８年５月の留学直前まで講義

をしていたと考えられるが、「札幌農学校本科成績表」（北海道大学大学文書館所蔵）では、当該年度

の農具論の単位認定は確認できない。『北大百年史 札幌農学校史料（二）』p．１６２に、明治２７年４月か

ら同２９年１月まで嘱託講師の鹿討豊太郎（札幌農学校１１期生）の担当科目が農具学などであったこと

を記しているが、同ｐ．３８８より対象は農芸伝習科生徒であると判断できる。また、同 p．４５９の明治３０
年９月末現在札幌農学校職員調より、大脇正諄（札幌農学校１４期生）も、農芸伝習科で農具論を担当

していたことが読み取れる。さらに、南鷹次郎先生伝記編纂委員会『南鷹次郎』（昭和３３年）ｐ．３７に

は、「南先生はブリガム教師の後を襲い、作物学、園芸学、土壌学、肥料学、農具、土地改良、畜産

学の諸学科など農学全般の教授を担当せられるようになった」とあり、南も担当していた可能性があ

る。

９） 明治３２‐３３年の『札幌農学校一覧』の「札幌農学校校則」に「明治二十九年六月二十三日伺定、明

治二十九年九月一日実施」とあり、文部省への移管に伴うカリキュラム改編と考えられる。

１０） 札幌農学校明治１４年７月卒業。２期生。

１１） 川嶋一郎（札幌農学校２３期生）の「明治三十六年日記」（北海道大学大学文書館所蔵）に農具論に
（は） （は）

関する記述がいくつかある。「尾泉氏の農具論あり」（１月１０日）、「今日者尾泉先生ノ農具ニて試験者終
（は）

る」（３月２３日）、「之の日は尾泉氏の農具一時間あり」（４月１５日）、「朝の農具者農園ニ行きて実物を

見る」（６月１３日）。尾泉とは札幌農学校３期生の尾泉良太郎のことで、明治３１年１２月から同３９年４月

まで教授として在任し、農具論を担当した。また、「明治三十七年日記」（北海道大学大学文書館所蔵）

の２月１０日の条には「土地改良の時間に尾泉先生自ら改良せしものなりとて鍬の雛形を示さる…」と

もある。南以外に尾泉も農具論を担当していたこと、農具論の中で鍬標本の実物を見せる講義を行っ

ていたことが読み取れる。�井宗宏博士によると、尾泉考案の改良鍬とは、表３の整理番号３０４～３０６
の自在鍬であるという。

１２） 前掲『南鷹次郎』p．３８に「先生は農場や社会の仕事も益々増加し、到底一人の力では農学全般の学

科を担当することができなくなった。幸いにして、卒業生の内からは優秀なる新進の学徒が輩出し、

定員増加の恩恵によって、学校の教授力が益々増強せられ、先生の負担も余程軽減せられた。即ち（中

略）農具、土壌、土地改良等は、三ヶ年外国で研究して来られた時任一彦氏に（中略）担当して貰う

ようになった」とある。

１３） 北海道大学大学文書館所蔵。

１４） 札幌農学校明治３２年卒業。１７期生。

１５） 札幌農学校明治３１年卒業。１６期生。

１６） 「本科第一年級第一学期―第三学期試験成績表（自明治三十九年至明治四十年）」（北海道大学大学

文書館所蔵）。

１７） 北海道大学大学文書館所蔵履歴資料。

１８） �井宗宏博士のご教示による。

北海道大学総合博物館旧第二農場所蔵農具コレクション〈鍬〉について（池上）

―６９―



新墾ノ

場合ニ

使用ス

【資料１】 橋本左五郎講義「農具論」（湯地定彦受講）抜粋 （北海道大学大学文書館所蔵）

農具論

橋本助教授口述

整地用器具

Implements used in Pulverizing soil.

備中鍬 １ 備中鍬或四目鍬或熊手鍬或ハ田鍬

構造 構造．錬鉄ヲ以テ製シ四叉ヲ有ス（三叉ノモノア

リ）左端ハ稍幅広ク柄ハ木製ニシテ一般ニ樫又ハ

樽等ヲ用ユ 柄ノ止所ハ楔ヲ用ユ

効用 １．水田及ビ畑地ヲ反耕スルニ適シ是ノ農具ハ重量

軽キ為メ土壌ニ透入スルノ便利ヲ与フ我国ニテ是

ノ農具ヲ用ヒサル前ハ専ラ鍬ヲ用ヒタリ 然レト

モ土壌反耕ニ用フルハ遥ニ鍬ヨリ優ルナリ

２．根物類採掘ノ用ニ供フ

３．土壌及ヒ堆糞類ヲ装入スルニ用ユ

外国ニテハ堆糞類ヲ装入スルニハ shovelヲ用フ

地質 是ノ農具ヲ用フヘキ地質

普通ノ土壌 粘土地及ビ腐植土ニハ用ルヲ得

然レトモ葦又ハ茅等ノ繁茂セル土地ニハ使用スルヲ得ス

如何トナレハ刃ガ植物ノ根ヲ切断スルニ適セザルニ依ル

工程 工程（Amount of work）

普通ノ田打ハ一般ニ是ノ農具ヲ以テ半段歩乃至壱段歩ヲ耕ス

Spading fork 2 Spading fork or digging folk.

俗名デンギンホーク

構造 鋳鉄（cast iron）ヲ以テ製リ木製ノ柄ヲ有ス 是

ノ農具ハ丁度日本ノ田鍬ト其効用ヲ同ス 又タ其

ノ形モ類似ス唯異ル所ハ柄ノ附着シ所ニアルノミ

柄ノ長キモノヲ long handledト云ヒ短キモノ

ヲ D. handled spading forkト云フ

効用 １．土壌ヲ反耕スルトキ

２．根類ヲ採掘スルトキ

土壌ヲ反耕スルニ当テ注意スヘキコトアリ 是ノ農具ニ使用慣レザルモノハ強

テ土壌ヲ耕ントス夫レガ為メ柄ヲ折ルコト�アリ備中鍬ハ夫ノ重量ヲ以テ土中
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ニ打込ムヲ以テ土壌ヲ起シ易キモ是ノ農具ハ使用者ノ片足ヲ以テ踏ミ込ムヲ以

テ甚タ難シト言ハザル可カラス

工程 耕ス広サハ田鍬ト同シ

地質 使用スベキ土地ハ普通ノ土壌軟膨土地（light & open）及秋ニ犂起セル土地ナ

リ 粘土勝ノ土地及ヒ草生地ニハ使用シ難シ

鍬 ３ 鍬（日本特有ノ農具ナリ）

構造 床（俗名フロ）ハ木製ニテ主要部ハ金属ヨリ出来、是ノ金

属部ハ普通錬鉄ヲ以テ作ル又タ木製ノ柄ヲ有ス

床ト柄トノ角度ハ種々アリテ使用スル目的ニ於テ角度ヲ異

ス 土壌ヲ耕ストキノ如キ難仕事ヲ行フトキハ鋭角ヲ有ス

ルモノヲ使用シ易仕事ノトキハ鈍角ヲスルモノヲ使用スル

ハ便利ナリ

効用 １．土壌ノ反耕

是ノ器具ハ外国ニテ ploughヲ用ヒザルトキハ spadeノミ

ヲ以テ土壌ヲ起シタリシガ如ク我国ニ於テモ牛鍬（唐耜）

ヲ使用セサルトキハ全ク鍬ノミヲ以テ土壌ヲ耕耘セリ

spade― spading fork― plough

鍬―田鍬―牛鍬

２．整地及耕耘

当時ハ鍬ノ効用ハ全ク土塊ヲ砕キ畦ヲ作ル等ノ如キ整地及作物等ノ耕耘ニ止ル

是ノ点ヨリ見ルトキハ其ノ効用ハ外国ノ hoeト同シ 然レトモ土地ヲ深ク耕

シテ空気ノ流入ヲ自由ニシ又タ作物ヲ培土スルトキハ遥ニ hoeニ優ルナリ

３．根物類ノ採掘ニ用ユ是ノ農具ヲ使用スル際ニ作物ヲ切ル恐アリ 能ク注意ス

ベシ

Spade ４ Spade

構造 柄ハ木製ニテ要部ハ cast steelヲ以テ作ル

主ナル効用ハ鍬ト同一ナレトモ柄ヲ着附スル方法ニ至ラハ異リタル点ヲ有ス

是ノ農具ヲ大別シテ二トス

即チ long handled spade & D handled spade（長２尺三寸）ト云フ

効用 １．土壌ヲ反耕スルトキ

外国ニテハ昔日 ploughニ代用セリ 然レトモ当時ハ其ノ効用全ク土ヲ細粉ス

ルニ止ル

２．根切類ノ採掘

shovel最モ便利ナリ
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３．穴堀 溝堀

工程 Spadeヲ以テ土壌ヲ起ストキハ一日半段歩乃至壱段歩ヲ耕シ得

【資料２】 南鷹次郎講義「農具論」（湯地定彦受講）抜粋 （北海道大学大学文書館所蔵）

農具論

南教授口述

序論

農具ノ必要ハ第一労力ヲ減ジ時間ヲ省キ完全ナル仕事ヲナスニアリ換言スレバ最小ノ労力

ト最小ノ時間トヲ以テ最多ノ結果ヲ得ントスルニハ完全ナル農具ヲ使用スルノ必要アルナ

リ故ニ農業ノ発達セル邦国ニ在テハ農具ノ構造精密ニシテ其種類モ従テ多ク農業各般ノ事

務ニ適応セル器具（Machines and implements）備ハレリト雖トモ農業ノ発達セザル邦国

ニ在テハ農具ノ構造至テ粗雑其種類尠少ニシテ殆ント二三ノ器具ヲ以テ農事各般ノ仕事ニ

使用ス加之其構造粗ナルガ故ニ労力ヲ要スルコト亦比較的大ナリ

農具ノ発達ハ農業国ノ状態ニ因テ大ニ異ナレリ 其農業組織（Farming system）ト労力

ノ豊否即チ労働賃銀ノ高底トニ関係ヲ有スルモノニシテ我日本ノ如キハ欧米諸国ニ比スレ

バ農業組織集約的（Intensive farming）ニシテ耕作地積狭ナルガ故ニ農具ノ大ナルモノヲ

使用スルノ余地存スルナシ是レ我邦従来使用シ来リシ器具ノ handmachineニ止マリシ所

以ノ一ナリ

然ルニ之ニ反シテ欧米諸国ニ在テハ農業組織粗放的（Extensive）ニシテ其耕作スルノ地

積亦従テ大ナルガ故ニ其ノ使用スル所ノ農具モ構造自ラ精密ニシテ其形モ亦大ナリ之ヲ運

用スルモノ或ハ動物力ニ依リ或ハ蒸気力ヲ借リ手用農具ノ如キハ単ニ園芸家ノ如キ集約的

農業ヲ営ムモノニアラザレバ之ヲ使用スルコトナシ 欧米諸国ニ在テモ自其国々ニ依テ農

業ニ精粗ノ別アリ

例令ハ France, Belgium, Germanyノ如キ国ニ在テハ稍集約的ニシテ米国ノ如キハ粗放農

業ナリ 故ニ前ノ諸国ニ在テハ其使用スル所ノ農具モ従テ其構造精微ヲ極メ米国ノ農具ノ

如キハ之ニ反シテ其形大ニシテ且ツ軽便ニ作ラレタリ

我日本ノ国内ニテモ四国九州畿内地方ト奥羽地方ニ於ケル農具トヲ比較スルニ前者ニ於ケ

ル者ハ後者ニ於ケル者ヨリモ遥カニ良好ニシテ且ツ種類モ多シ 之レ我国ニ於ケル南方ハ

其農業集約的ニシテ北方ノ地方ハ稍粗放ノ観ヲ呈スルガ故ナリ

輓近欧米諸国ニ於テ農業著シク進歩セルハmechanical principleヲ農業上ニ応用シテ成蹟

良好ナル器械ノ発明及其普及トニアリテ其影響ヲ蒙ルコト頗ル大ナリトス 而シテ欧米ニ

於テ精良ナル農具ヲ発明セラレタルハ多ク十八世紀ノ中庸以後ニアリトス
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農具ノ種類

耕鋤用器具類

耕鋤用器具トハ単ニ土地ヲ鋤起スル為ニ使用スル所ノ器具ヲ称スルモノニシテ之ヲ小分

シテ三トナス

１．人力即チ人手ニテ使用スルモノ 人力用

２．牛馬等動物力ニテ使用スルモノ 動物力用

３．蒸気力ヲ利用シテ使用スルモノ 気力用

１．人力用器具 Hand Implements

鍬（鋤）

鍬ハ鋤ノ字ヨリ転セシモノナリ 支那ニテハ日本ノ鍬ト仝物ナシト雖トモ此器ニ当ル可ハ

鍬钁ナリ 悉ク鉄ヲ以テ製ラレタリ鍬ノ用即チ目的ハ土地ヲ鋤起スルヲ以テ第一トス 其

他培養或ハ耘耨或ハ播種ノ際等ニ使用セラル

鍬ハ日本農具中最モ必要ナルモノニシテ約言スレバ日本ノ農業ハ鍬ヲ以テ行フ所ノ農業ナ

リト云フベキナリ

鍬ノ構造ハMechanical principleヨリ言ヘバ槓杆ト楔トノ道理ヲ利用シタルモノニシテ其

構造ニ至テハ地方ニ依リテ大ニ異ナルヲ常トス其種類又タ無数ニシテ一々之ヲ列挙スベカ

ラズ要スルニ其ノ構造ハ土質ト其ノ使用スル目的トニ従テ異ナルモノノ如シ

粘土地ニ使用スルモノハ構造堅固ニシテ砂地ノ如キ土地ニ使用スルモノハ軽便ノ者ナラサ

ルベカラズ 又タ使用ノ目的ヨリ言ヘバ土地ヲ鋤起スルニ使用スルモノハ形大ニシテ堅固

ナルベカラス培養耘耨等ニ使用スルモノナレバ形小ニシテ且ツ軽便ノ者タラザルベカラズ

故ニ農家ニハ必ラス二種ノ鍬ヲ備具セザルベカラス 即チ一ハ土地ヲ鋤起スルニ使用スベ

キモノ 他ハ培養等ニ使用スベキモノトス

鍬ノ柄ニハ長短アリ其長キモノハ四尺五寸位ニ達シ短キハ一尺八寸ノ者アリ 鍬柄ニ付テ

注意スベキハ柄ト篦トノ保ツ角度ナリ 其ノ度ノ大ナルモノハ殆ント六十度以上ノ角ヲナ

スモノアルモ如斯ハ割合ニ力ヲ用スルコト多シ 然レトモ体ノ上部屈曲スルコトナクシヲ

使用シ得ルノ便アリ 粘土ノ如キ堅キ土地又ハ深ク土地ヲ鋤起スル等ノ場合ニアリテハ如

斯モノハ不適当ナリ 角度ノ少ナキモノハ凡ソ三十度位ニシテ此等ハ力ヲ利用スルニ大ニ

功アリ
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故ニ粘土地其他深ク鋤起スル場合等ニ能ク適ス 柄ノ形状ニ種々アリ 第一図ノ如ク其柄

真正ナルアリ又タ第二図ノ如ク篦ニ接スル所ニテ屈曲セルアリ又第三図ノ如ク柄ノ全体ニ

弯曲セルアリ 而シテ其第二図ノ形ヲ以テ最モ堅牢ナルベキモノトス又タ弯曲セルモノハ

多ク力ヲ用スル粘土地等ヲ鋤起スル場合ニ最モ便利ナルモノヽ如シ 然レトモ普通使用セ

ラルヽ鍬ハ真直ナル柄ノモノナリトス

篦ハ一名（ふろ）トモ称シ多クハ樫樹ヲ以テ作ラル其形ハ種々ニシテ地方ニヨリ異ナルモ

ノトス 篦頭ノ狭キハ三寸五分広キハ五寸余ノ者アリ
（ママ）

今次ニ其ノ形ノ意匣ヲ図示スベシ

鍬先ハ大概煉鉄ニテ作ラレ其形種々アリ 其幅狭キハ二寸広キハ八寸位ノモノアリ 長サ

短キハ八寸長キハ二寸五分［二尺五寸の間違い：引用者注］位ニ達スルモノアリ

其先端狭キハ砂地ニ用ユルニ最モ適ス

今次ニ其ノ重ナルモノノ形ヲ図示スベシ

６＆７ハ横ヨリ見タル図ニシテ鍬先ノ篦ト直線ヲナスト弯曲セルモノハ二種アリ之仕事ノ軽

便上ヨリ斯クハ製造セルモノナランカ

鍬ノ重量

軽クハ二百五十匁重キハ六百目乃至ハ八百目ニシテ通常作物ト作物トノ間ニ「さくり」ヲ

行フニ使用スルハ二百五十目ノ方ニシテ土地ヲ耕耘スルニハ六百目又ハ八百目ノ重キ者ヲ

使用ス
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鍬ニハ別ニ附属品ハ之レアルナシ 然シ鍬ヲ以テ深田ヲ耕耘スル場合

ニ当リ其ノ柄ニ泥土ノ附着シ為メ穢汚ヲ来スヲ以テ之レヲ防クニ鍬柄

ニ図示セルガ如キ者ヲ附シ其ノ上部ヲ握リテ耕シ泥土ノ附着ヲ防グナ

リ 之レヲ越後地方ニテハ「ねこ」ト称シ奥羽地方ニテハ（てづら）

ト云フ

ねこハ藤かづらニテ製ス

鍬ニ種類アリ

耜先鍬

此レノ形ハ鍬先ノ所恰モ鋤ノ如シ

此ノ鍬ハ砂石等多キ土地ヲ起スニ使用ス 然レトモ一

般ニ使用セラルヽモノニ非ラズ 或ハ地方ニ限ラレ使

用セラル

鉄鍬

此ノ鍬ハ篦ノ部分モ鍬先モ全ク鉄ヲ以テ製セラルヽモノニシテ其鍬柄トハ或ル角度ヲナシ

附着スルヲ普通ノ如シ

加賀地方ニテ使用スルハ長サ七寸五分巾四寸五分位ノ

モノナリ 岡山地方ニテハ之レモ根切鍬ナル名称ヲ附

ス 鉄鍬ノ如キ形小ナルモノヲ小斧鍬ト称ス 鉄鍬ハ

新墾用ニ多ク使用セラレ普通ニハアマリ使用セラレズ

唐鍬

此鍬ハ鉄鍬ニ類スルモ其長サ短クシテ割合ニ幅広ク且ツ鍬柄トハ殆ン

ト直角ニ附着ス 之レ荒地ヲ新墾スルニ頗ル必要ノ器具ニシテ我北海

道ノ如キハ殆ト此ノ器ニ依ルモノノ如シ粘土地ナルガ為メ耕耘ニ困難

ナル土地ニハ此ノ鍬ヲ使用ス 又水田ニモ之レヲ使用スルナリ 然ニ

主ニ工業用ニ使用ス

備中鍬

此鍬ハ山陽地方ニテ専ラ使用セラルヽヲ以テ此ノ名アリ 然シ此ノ地方ニ在テハ之レヲ熊

手鍬ト称ス

此レニ種類アリ 股ノ数ニ依テ区別ス

二股三股乃至四股アリ 一般ニ四股ノモノ多シ

或ル地方ニテ使用スルモノニハ七股ノモノアリ股ノ幅ハ大程一寸前后ナリトス 而シテ鍬

柄ハ鍬先ト殆ント直角ヲナシテ附着ス
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重量ハ大凡ソ四五百目ヨリ七八百目ニ至ル 越後山形地方ニテ使用スル

備中鍬ノ先端ノ巾ハ六寸許リニシテ長サ一尺三寸 摂津ノモノハ巾七寸

二分長サ五寸七分位ナリ

此種ニ窓鍬ト称スルモノアリ 之レ全部鉄制ニシテ鍬先ニ二乃至三ノ窓

ヲ有ス図ノ如シ

踏鍬

其篦ヨリ先端マテノ長三尺柄ノ長三尺位ナリ

之ヲ使用スルニハ両手ヲ以テ柄頭ヲ支持シ右ノ

足ヲ以テ鍬頭ヲ踏ミテ土中ニ挿入シ而シテ後右

或ハ左ニ之ヲ反転シテ土地ヲ起スニアリ而シテ

後方ニ退却シツヽ使用ス

【資料３】 時任一彦講義「農具論」（中島九郎受講）抜粋 （北海道大学大学文書館所蔵）

Landwirtschaftliche Maschinen Kunde.

Agricultural Implements & Machines.

Landwirtschaftliche Gerate & Maschinen.

農具、農器、田器、耕器、耕具

一般ニ器械ヲ３ニ区別ス

１． Kraftmaschinen od. Motoren 動力機

コレニハ金力、人及動物ノ体重、水力、風力、蒸気力、空気、ノ膨張力、爆発力（瓦

斯）、電力等ノ作用ヲ直接ニ受ケテ其運動ヲ他ノ器械ニ達スルモノナリ

２． Triebwerk 伝力機

動力機ノ起シタル運動ヲ作業器ニ伝達スル中間ノモノニシテ例ヘバ調革、鏈、歯車等

ナリ

３． Arbeitsmaschinen 作業機

此ハ望ム所ノ作業ヲナスモノニシテ作業トハ物ノ形ヲ変ジ又ハ位置ヲ変ズルモノナリ

農具ヲ普通次ノ如ク分類ス コノ分類法ハ人ニヨリテ異ナルコトアリ

Ⅰ 栽培用器具（Pflanzenbau Maschinen）

１．整地用農具（Boden bearbeitungs Geräte）

２．耘耨用農具
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３．播種及施肥用農具（Säe u. Düngerstreu Maschinen）

４．収穫器（Erntenmaschinen）

５．調整器（Dresch- u. Reinigungsmaschinen）

Ⅱ 家畜飼養器（Futterungsmaschinen）

Ⅲ 酪農用器具（Molkereimaschinen）

Ⅳ 農産製造用器具（Landwirtschaftliche Gewerbliche Maschinen）

Ⅴ 雑具

１．整地用農具

１．耕墾器

２．撹砕器

３．鎮圧器

１．耕墾器

Ⅰ 鍬 久波
久波

久波（古事記） 啖歯（クフハ）．昔は鍬ト須伎トノ間ニ区別ナシ異各仝物ナリ．

須伎ハ久波ヨリ早ク出来タリ．今日ニテハ其区別判然タリ久波ハ我国ノ農家ニハ尤モ
（ママ）

調法ニシテ耕墾、耘耨、砕土、鎮圧等ノ作用ヲナス 外国ニテ此ニ対スルモノハ無シ

唯 hoe殊ニ German hoeハ類シタル作業ヲナセド鍬ヨリハ用途狭シ gardenノ土地ヲ

オコスニハ spadeヲ用フ．各地ノ鍬ノ形状ガ各相異ル．
平 鍬

大別シテ 普通鍬、金鍬、唐鍬、備中鍬、踏鍬ノ５トナス 踏鍬ヲバ鋤ノ中ニ入ルヽ

人モアリ

１．普通鍬（平鍬）

必要ナル部分３アリ

�（鍬先）、風呂（フロ）或ハ台、柄ノ３部ヨリ成ル 風呂＝床＝牀

�ハ cast ironノモノアレドモ多クハ皆

wrought ironニシテ刃ノミヲ steelトナス

weightハ３００目―８００目．．．長方形ガ普通ナ

レド円形ノモノモアリ．刃部ハ普通直線ナ

レド或ハ弯曲セルモノモアリ

或ハ鋸歯状ヲナスモノモアリ 長サ７（８）寸―１５（１６）寸 巾ハ３寸―８寸

風呂ハカシノ如キ堅材ニテ作ル頭部ハ厚クシテ尖端ニ至ルニ従ヒ

薄クナル 頭部ハ普通菱形ヲ呈ス 底面ハ平ニシテ土地トノ間ノ

frictionヲ減ズ長サ１尺巾ハ４寸内外ヲ普通トス

柄ハ風呂ノ如クカシノ如キヲ用フ普通ハ straightナレドモ其基部乃風呂ニ接スル部分

ニテハ稍弯曲ス 柄ノ先ハ半球頭ヲナス 長サ２尺―５尺柄ガ風呂トナス角度ハ土質
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コノ angleヲナセバ尤モ利アリトイフ

鏡先鍬
手ノ長サ

柄ノ長サ

腕
９０‐α

柄

コノ方向ガ尤モ働多シ

江戸

ト使用ノ目的ニヨリテ大小アリ 其小ナルハ３０°大ナルハ７０°ニ達ス�床部ト柄トナス
角度、�床部ノ長サ、及柄ノ長サハ土質及使用ノ目的ニヨリテ異ル
柄ガ shortニシテ柄ト風呂トナス角度ノ小ナルモノハ土質ノ堅粘ナル所ニ用ヒラル

柄長クシテ角度ガ大ナルモノハ土質ノ軽鬆ナル所ニ用ヒラル又使用ノ目的ヨリイヘバ

反耕短柄長�ニシテ weightノ大ナルモノヲ用フ 耘耨ハ長柄短�ニシテ軽キモノヲ
用フ 培土（moulding）ニハ土壌ヲ反転シテ覆土スル作用ナルヲ以テ柄ガ短クシテ

角度ノ小ナルヲ用フ（例バ熊本鍬） 礫地（gravel soil）ヲ耕墾スルニハ刃ノ先ガ鋸歯

状或ハ尖レルモノヲ適当トス

砂地（sandy soil）ニハ鏡先鍬ヲ用フ

９０°‐１／２（a‐b）・・・深クナスニハ

鍬の功程（効程、工程）耕程

労働者ノ熟練、強弱、土地質、硬軟、鍬ノ種類ニ依リテ一様ナラザレド畑ハ３‐４畝

田ハ７‐８畝ヲ普通トス 以下鍬ノ Typicalノモノニ就テ述ブベシ

江戸鍬

此ハ専ラ関東地方ニテ軽鬆土ヲ耕耡スルニ用フ普通作鍬ト称ス

�床部…１．７‐１．８尺、�ノ巾４寸内外長１．４尺
５００目以外、角度ハ中庸（５０°）、柄ノ長サ…４．５尺

粘質部 �床部…１．２尺
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７．１寸

京都鍬

�床部 shortニシテ１尺以外巾５寸柄ノ長サ４寸角

度大ナリ．礫質壤土ニ適ス蔬菜用ニ供ス

尾州鍬

�刃の巾が却テ床頭ヨリ広シ �床部ハ長シ
角度大ナリ 軽鬆土ニ持チフ 柄ノ長サ４尺

河内鍬

中国四国

�床部ガ１尺位、�刃巾…４．３寸、柄…４尺、床頂巾…６．２寸

肥後鍬

重量５．５０目 角度ガ小ニシテ柄ノ附着点ハ弯曲

ス 強粘質ノ土地ニ適ス 柄長…１．７５尺 �床
部…１．３８尺、刃ノ巾４．８寸 ７．１寸

久六鍬

３．５寸
�床…１尺
刃巾…８寸

８寸

コレハ土工

樹木ノ root等ヲ掘リ取ルニ用フ

其他 尖キ鍬アリ コレハ砂礫地ニ用フ

尖キ鍬 鏡先鍬 鋸鍬
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全体ガ鋳鉄

又

鋸鍬 ハ礫地（gravel soil）ノ耕耡ニ用フ

鏡先鍬ハ砂地ニ用フ

耜先鍬（一名スキグワ或ハ箆先鍬）

砂地ノ耕耡、河底ノ砂渫ヒ、畦間ノ土塊ヲ挙グルニ用フ、駿

州ニテハ砂利鍬ト称ス 熊本ニテハ高麗鍬、中国ニテハ阿蘇
（ママ）

鍬ト鍬ト称ス鍬ノ附属品トシテハ竹箆ヲ鍬ノ柄ニ結付クル処

アリ �床部ニ泥ノ附属シタルヲ削リ取ルニ用フ．
新潟地方ニテハ猫ト称ス 山形地方ニテ手面（タヅラ）ト称

ス 竹ニテ編シタル長方形若クハ楕円形ノ長サ１尺巾５寸位

ノモノニ中央若クハ編シタル所ニ孔ヲ穿チタルモノヲ柄下部

ニ結付ケ田ヲ打ツ際ニ泥土ノ飛沫ヲ防グニ供スルモノアリ．

２ 金鍬、風呂ナシ鍬、伊予鍬

木製ノ風呂ナシ�床部ハ鉄ヨリ成ル其后端ニ突出部ガアリテ柄ガコレニ篏入ス鉄部ノ
全長１尺ヲ超ユルコトナシ 刃ノ巾４寸―５寸、柄ノ長サ１．５尺―４．０尺、角度ハ一定

セザレドモ概シテ大ナリ．質堅牢ニシテ性質ハ普通ノ鍬ト唐鍬トノ中間ニ在リ礫地又

ハ新墾地ニ用フ．主ナル形ヲ挙レバ

米沢鍬

米沢鍬
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上下鍬

heavy soilニ用フ柄２．１５．刃巾．５ 刃長１．０ 板鍬

広島鍬

上下鍬ニ似テ金ガ長シ １．７尺位アリ

股金鍬

伊予及信濃ニテ gravel soilニ用フ

枇杷葉鍬

江州地方ニ用フ

窓鍬、格子窓

重粘土ノ耕耡又ハ新地ノ開墾ニ用フ．四国及関東地方ニ於テ用フ

北海道大学総合博物館旧第二農場所蔵農具コレクション〈鍬〉について（池上）

―８１―



甚ダ軽クシテ畦切、稲ノ株切等ニ用フ

３ 唐鍬（山鍬、とん鍬）

金鍬ニ比スレバ金ノ長サ短ク巾モ狭シ 厚サハ金鍬ヨリ厚シ 柄ハ殆ド

直角ニ�部ニ附着ス 普通刃ノ長．７―．８ 巾．２―．４ 厚３分―４分 柄

ノ長サ４尺 コレハ新墾、林根ヲホリ又重粘質及砂礫地ノ耕耡ニ用フ

此ニ釿鍬（テオノグハ）ナル varietyアリ

釿鍬

４ 備中鍬（股鍬）、熊手鍬（中国）

田鍬、四目鍬

窓鍬ノ進化シタルモノニシテ�床部ハ悉ク wrought iron

ヨリナリ２‐５ノ股ヲ有ス ４アルヲ尤モ普通トス 先ガ広

ガル コレハ牛犂ノ代リニ plough（反墾）スルニ用フ備

中地方ニテハ畑ニ用フ 昔ハ普通ノ鍬ヲ田打ニ用ヒラル
（マ マ）

然ルニ此具発明以来調方ガラレテ田地ニテハ殆ド用ヒラル

ニ至レリ 軽クシテ土地ニ入ル、工程ハ田打．５‐１反

５ 踏鍬（鋳鍬、踏鍬、モグリ）

此ハ鍬トヘドモ其効用ハ鋤ニ入ルベキモノナリ

関東地方ニ用フ．刃ガ鋳鉄ニシテ或ハ錬鉄ノアリ 風呂ハ木製ニシテ甚ダ長ク其頂部

ニ短キ横木アリテ足ニテ踏ムニ便ス 柄ハ風呂ノ殆ド中央ヨリ后方ニ斜角ヲナシテ附

着ス普通ハ柄ノ先ニ杷手ガ附着ス

（いけがみ しげやす／北海道大学大学院工学研究科助教）
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